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大学院生� 大学生� 短大生� その他�

　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
セ ロ リ プ ラ ス�昨年度から２２：００までの開館延長を行っています。蔵書冊数は約２１万冊になり、

開館日数も増え、これまでで最多の利用状況になりました。学生とくに大学院生
の学外文献複写依頼が増加しています。

朝日新聞社「大学ランキ
ング」２００８年版で本学の
図書館が「Ａランク」評
価を受けました。

●４月 か ら「Nature」、「Sci-
ence」など電子ジャーナル
が増えました。
「JapanKnowledge」、「ルー
ラル電子図書館」などの
データベースが増えました。
●５月から新サービス「マイ
ライブラリ」を始めました。

館外貸出冊数２ AV（視聴覚）コーナー利用者数３

学生への貸出人数・冊数（学部別）４

学外文献複写・図書相互貸借６ 蔵書冊数（視聴覚資料含まず）７

短期大学部

貸出冊数
（冊）

１２，７１３

１３，６５７

１１，８８３

貸出者数
（人）

９，１１２

９，３５３

８，２２１

流通科学部

貸出冊数
（冊）

３，１１４

４，４２８

４，０９０

貸出者数
（人）

２，１６４

３，２７１

２，９７８

人間発達学部等＊２

貸出冊数
（冊）

９，６０３

１０，４１８

１１，０９０

貸出者数
（人）

６，３４２

６，９５１

７，４４９

栄養科学部等＊１

貸出冊数
（冊）

１０，３７４

１２，１３２

１４，０２５

貸出者数
（人）

７，４５０

８，７９６

１０，０７６

大学院生

貸出冊数
（冊）

４６０

１，３２３

１，４０４

貸出者数
（人）

２８３

６５５

６６１

１６年度

１７年度

１８年度

日数

２３８日

２９５日

３０９日

年度

１６年度

１７年度

１８年度

開館日数５

合計

８１７

１，２４７

１，３７８

図書相互貸借

受付

２

５

５

依頼

１０９

１４５

１７５

文献複写

受付

６

２５

１０

依頼

７００

１，０７２

１，１８８

年度

１６年度

１７年度

１８年度

入館者数１

合計

１９８，９１３

２０４，４５６

２０９，５４１

洋書

４０，０３７

４０，５４９

４１，００９

和書

１５８，８７６

１６３，９０７

１６８，５３２

年度

１６年度

１７年度

１８年度

開放期間・開館時間

中学３年生～高校生のみなさんへ
� � � � �

図書館開放のお知らせ

①8月9日�
～8月11日�
10:00～16:00

②8月17日�～9月14日�
月～金 9：30～17：00 土 9：30～13：00

＜休館＞日曜、第２・４土曜
８月１２日�～１６日�

※駐輪場、喫茶室（食堂）あり ※Tel ０９２‐８５１‐２５７３

何でも聞こうビジネス用語１
流通科学部 教授 財部 忠夫

●２１世紀に必要な３大ビジネス用語

� クリエイティブクラス

� クロスファンクショナル
チーム

� ナレッジマネージメント

今回は、「ハーバードビジネス
レビュー」最新号の記事から３つ
のキーワードを選んでみた。
１番目の「クリエイティブクラ
ス」とは２１世紀に期待されるビジ
ネスパーソン像。「ナレッジワー
カー（知識労働者）」に代わり、
問題を自ら発見し、解決策を考え、
行動し、問題解決を実現できる創
造的な人間のこと。新商品や新ビ
ジネスプロセスの開発、新事業の
創造、現行業務の改革・改善を自
ら推進できる人が求められている。
そして、それをチームで行うの
が「クロスファンクショナルチー
ム（機能横断型プロジェクトチー
ム）」。異なる部署の異なる知識・
アイデアを持つ人々を集め、プロ
ジェクトチームを作って問題解決
に当たらせようとするもの。３番
目の「ナレッジマネージメント」
とは、組織における「知識共有、
知恵／ノウハウの共有」のしくみ。
組織として問題発見・解決を行う
には個人の知識・知恵・ノウハウ
を組織的に共有し、活用していく
ことが望ましい。
これらの用語は、２１世紀の経済
全体の流れを把握し俯瞰するため
のキーワード。全体を把握するこ
とは現在を理解し、未来を予測す
る上で大切な作業だ。同じ意味で、
私は一目で全体を見渡せる「図
式」や「図表」も重視している。
卒論でも「図」に力点を置いて、
学生を指導している。
全体が見えると、会社や個人の
置かれた位置がわかるし、今後の
行動を決めやすくなる。ビジネス
の現場で、また学生の皆さんが進
路や自身の生き方に迷ったとき、
ぜひ「図」を作ってみてほしい。
これからの道がきっと見えて来る
はずだ。
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（注）＊１…食物栄養学専攻を含む ＊２…児童教育学専攻を含む

図書館新着情報

詳細はホームページ
〈http://www.nakamura-u.ac.jp/̃library/〉をご覧ください。
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